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芥
川
作
曲
賞
の
現
在
と
未
来

―
―
そ
の
来
し
方
行
く
末
を
通
し
て
見
る
日
本
の
作
曲
界

岡
　
部
　
真
一
郎

音
楽
の
「
未
来
」
を
見
据
え
、
な
か
ん
ず
く
我
が
国
の
そ
れ
を
考
え
る

上
で
最
も
重
要
な
の
は
、
新
た
な
才
能
を
如
何
に
見
出
し
、
育
ん
で
い
く

か
で
あ
る
。

創
設
以
来
、
既
に
二
十
年
余
り
の
歴
史
を
刻
ん
で
来
た
芥
川
作
曲
賞
は
、

そ
の
未
来
へ
の
大
き
な
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
八
九
年
に
急
逝
し
た
作
曲
家
、
芥
川
也
寸
志
を
惜
し
み
、
同
朋
の

作
曲
家
、
黛
敏
郎
の
提
唱
に
よ
り
開
か
れ
た
同
年
五
月
の
追
悼
演
奏
会
の

収
益
は
、
芥
川
と
縁
の
深
か
っ
た
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
財
団
（
当
時
）1
に
寄

付
さ
れ
た
。
同
財
団
は
、
こ
れ
を
基
金
の
一
部
と
し
て
、
翌
九
〇
年
、
芥

川
作
曲
賞
を
創
設
す
る
に
至
っ
た
。

設
立
当
初
、
賞
の
概
要
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
2
。

　

選
考
対
象
：
毎
年
、
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
の
間
に

国
内
初
演
さ
れ
た
（
放
送
を
含
む
）
新
進
日
本
人
作
曲
家
に
よ
る
交

響
管
弦
楽
作
品
の
な
か
か
ら
も
っ
と
も
清
新
か
つ
将
来
性
に
富
む
作

品
１
曲
を
選
定
し
ま
す
。

　

選
考
委
員
：
芥
川
作
曲
賞
運
営
委
員
会
（
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
財
団

よ
り
四
名
、
日
本
作
曲
家
協
議
会
よ
り
三
名
、
計
七
名
で
構
成
）
が

数
名
の
選
考
委
員
を
委
嘱
し
ま
す
。

　

賞
：（
１
）賞
状
、
賞
金
五
十
万
円
。（
２
）受
賞
作
曲
家
に
新
し
い

交
響
管
弦
楽
曲
を
委
嘱
し
ま
す
。
委
嘱
料
百
万
円
。（
３
）委
嘱
作
品

は
完
成
後
、
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
財
団
の
主
催
す
る
公
演
で
初
演
し
ま

す
。

　

選
考
方
法
：（
１
）第
一
次
選
考
委
員
会
に
お
い
て
候
補
作
品
数
曲

を
選
出
し
ま
す
。（
２
）公
開
演
奏
会
形
式
で
最
終
選
考
会
を
開
き
ま

す
。
選
考
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
候
補
作
品
数
曲
を
一
括
演
奏
し
、
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終
了
後
そ
の
場
で
選
考
委
員
が
公
開
討
議
を
行
い
、
受
賞
作
を
選
定
、

贈
賞
し
ま
す
。

　

贈
賞
期
間
：
一
九
九
一
年
よ
り
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
十
年
に
十
回

の
贈
賞
を
行
い
ま
す
。

こ
の
賞
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
設
立
当
初
か
ら
極
め
て

明
確
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
新
進
」
に
よ
る
管
弦
楽
作
品
を
対
象
に
、

い
わ
ゆ
る
公
募
／
応
募
制
は
と
ら
ず
、
過
去
１
年
の
間
に
初
演
さ
れ
た
作

品
の
な
か
か
ら
選
考
委
員
が
数
曲
を
選
ん
で
候
補
作
と
す
る
。
最
終
選
考

は
公
開
で
、
演
奏
の
直
後
に
行
い
、
賞
を
聴
衆
の
見
守
る
な
か
決
定
す
る
。

受
賞
者
に
は
、
次
の
作
品
を
新
た
に
委
嘱
す
る
。
以
上
三
点
を
柱
と
し
、

単
に
賞
金
な
ど
を
与
え
る
の
み
、
と
い
う
通
例
と
は
一
線
を
画
す
総
合
的
、

包
括
的
、
複
合
的
な
作
曲
賞
で
あ
る
。

そ
の
基
本
は
そ
の
ま
ま
に
、
細
部
に
は
、
規
定
に
改
訂
が
幾
つ
か
施
さ

れ
る
な
ど
、
作
曲
賞
は
二
十
年
余
り
の
歳
月
の
間
に
、
徐
々
に
変
化
、
発

展
を
遂
げ
て
来
た
。
平
日
の
夜
か
ら
週
末
の
午
後
へ
と
選
考
会
開
催
の
曜

日
の
設
定
が
原
則
と
し
て
変
わ
っ
た
の
は
、
一
九
九
三
年
の
第
三
回
か
ら

で
あ
る
。
候
補
作
が
増
え
た
り
、
選
考
の
議
論
が
長
引
い
た
り
と
い
う
事

象
に
も
、
対
応
が
よ
り
容
易
に
な
っ
た
。

開
催
の
時
期
は
当
初
か
ら
毎
年
八
月
、
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
財
団
主
催
の

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
時
期
、
と
決
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
形
式
上
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
は
独
立
し
て
置
か
れ
て
い
た
選
考
演
奏
会
は
、
翌

二
〇
〇
一
年
か
ら
、
正
式
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環
と
し
て
組
込
ま
れ

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

国
内
で
の
初
演
を
対
象
と
し
た
の
は
第
一
回
の
み
で
、
第
二
回
か
ら

は
「
国
内
外
」
に
範
囲
を
広
げ
て
お
り
、
ま
た
、
候
補
作
品
の
対
象
と
な

る
期
間
の
区
切
り
に
つ
い
て
は
、
四
月
に
始
ま
り
三
月
ま
で
の
一
年
か
ら
、

一
月
か
ら
十
二
月
の
暦
年
へ
と
変
更
す
る
措
置
が
二
〇
〇
二
年
に
取
ら
れ

て
い
る
。

一
方
、
当
初
か
ら
変
わ
ら
な
い
既
発
表
の
作
品
か
ら
候
補
を
選
定
す
る

と
い
う
方
法
は
、
文
学
に
於
け
る
小
説
を
対
象
と
し
た
「
芥
川
賞
」3
に

範
を
求
め
た
も
の
と
も
見
え
よ
う
が
、
む
し
ろ
、
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
、
殊

に
管
弦
楽
作
品
に
お
い
て
は
、
演
奏
用
の
パ
ー
ト
譜
の
準
備
を
は
じ
め
と

す
る
実
務
上
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
得
る
と
い
う
大
き
な
利

点
も
勘
案
さ
れ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
も
、
新
作
の
「
再
演
」
は
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
た
る
音

楽
に
お
い
て
は
、
一
般
の
想
像
以
上
の
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
新
人
か
大

家
か
を
問
わ
ず
、
同
時
代
音
楽
の
新
作
は
、
初
演
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
さ
え
必
ず
し
も
多
く
な
い
上
に
、
一
度
演
奏
さ
れ
た
後
に
再
び
演
奏

会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
飾
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
稀
で
あ
る
。
大
き
な
設
え
を

必
要
と
す
る
管
弦
楽
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
顕
著

だ
。
そ
の
理
由
を
探
る
こ
と
に
は
こ
こ
で
は
深
く
踏
み
込
ま
な
い
が
、
新

作
の
委
嘱
初
演
に
と
も
な
う
委
嘱
料
や
楽
譜
の
作
成
の
た
め
の
費
用
に

加
え
、
多
く
の
場
合
、
特
殊
な
編
成
、
奏
法
を
要
す
る
こ
と
な
ど
を
含

め
、
リ
ハ
ー
サ
ル
に
大
き
な
時
間
を
割
く
必
要
が
生
じ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
一
方
、
集
客
は
望
み
難
く
、
従
っ
て
そ
れ
ら
諸
々
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の
「
費
用
」
に
対
す
る
「
効
果
」
は
総
じ
て
高
く
な
い
、
と
い
う
近
視
眼

的
／
短
絡
的
発
想
、
先
入
観
が
残
念
な
が
ら
常
に
付
い
て
回
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
そ
れ
で
も
な
お
、
様
々
な
楽
団
が
同
時
代
作
曲
家
の
旧
作
よ
り
も

む
し
ろ
新
し
い
作
品
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
に
特
別
の
思
い
入
れ
を
時
に

見
せ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
歴
史
的
、
文
化
的
な
意
義
を
重
視
し
て

い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
加
え
て
、
新
作
初
演
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
関
心

も
高
く
、
さ
ら
に
初
演
に
と
も
な
う
華
や
か
な
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も

通
常
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
特
別
の
機
会
と
い
う
、
こ
ち
ら
も
先
の
先
入

観
と
あ
る
意
味
で
は
同
次
元
や
も
知
れ
ぬ
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
に
相
違

な
い
。

従
っ
て
、
新
作
を
初
め
て
音
に
す
る
こ
と
よ
り
、
今
一
度
、
そ
の
作
品

を
ス
テ
ー
ジ
に
載
せ
る
こ
と
の
方
が
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
少
々
皮
肉
な

状
況
が
常
態
化
し
て
い
る
一
面
も
否
定
で
き
な
い
。

斯
く
な
る
背
景
を
も
鑑
み
る
に
、
近
作
の
再
演
に
は
、
特
別
の
意
味
が

あ
る
。
殊
に
、
な
か
な
か
管
弦
楽
作
品
の
作
曲
／
演
奏
の
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
「
新
進
」
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
後
の
作
曲
家
の
創
作
活
動
に
お
い
て
、

文
字
通
り
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
も
な
り
得
る
。
よ
り
多
く
の
聴
衆
に

自
ら
の
音
楽
を
届
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
、
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
い
。

リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら
本
番
の
過
程
で
、
若
い
作
曲
家
た
ち
は
、
改
め
て
学
び
、

経
験
し
、
次
作
の
作
曲
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
様
々
な
も
の
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
選
考
演
奏
会
は
、
選
考
の
名
を
借
り
た
再
演
の
場
と
し
て

の
大
き
な
機
能
を
も
持
つ
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
最
優
秀
と
し
て
芥
川
作
曲
賞
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

作
曲
家
は
、
管
弦
楽
の
た
め
の
新
作
の
委
嘱
を
主
催
者
か
ら
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
が
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
は
、
も
は
や
繰

り
返
す
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

つ
ま
り
、
芥
川
作
曲
賞
は
、
単
に
優
れ
た
新
人
を
顕
彰
す
る
、
と
い
う

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
通
例
の
域
を
遥
か
に
超
え
て
、
文
字
通
り
才
能

あ
る
若
手
を
育
て
る
「
巣
箱
」「
苗
床
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

極
め
て
巧
み
に
組
み
立
て
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
ば
し
ば
イ
ン
キ
ュ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
で
括
ら
れ
る
斯
く
な

る
活
動
は
、
お
題
目
と
し
て
様
々
な
か
た
ち
で
語
ら
れ
論
じ
ら
れ
る
こ
と

は
多
く
と
も
、
現
実
に
有
効
に
、
し
か
も
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
継

続
的
に
機
能
す
る
例
を
見
出
す
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
点
の
み

を
と
っ
て
も
、
こ
の
芥
川
作
曲
賞
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で

あ
る
。

第
１
回
の
公
開
選
考
会
は
、
一
九
九
一
年
八
月
二
十
七
日
、
サ
ン
ト
リ

ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
小
松
一
彦
指
揮
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
4
、
お
よ
び
東
京
混
声
合
唱
団
（
合
唱
指
揮
：
大
谷
研
二
）
の
演
奏

で
行
わ
れ
た
。
選
考
委
員
は
、
團
伊
玖
磨
、
黛
敏
郎
、
松
村
禎
三
の
三
名

が
務
め
、
高
橋
裕
の
《Sym

p
h

o
n

ic K
arm

a

》
が
受
賞
作
と
し
て
選
ば

れ
た
。

当
初
、
十
年
と
い
う
期
限
付
き
で
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
一
年

以
降
、
さ
ら
に
十
年
継
続
さ
れ
た
上
、
二
〇
一
〇
年
に
満
二
十
周
年
を
迎

え
た
後
も
、
引
き
続
き
、
毎
年
「
新
進
の
登
竜
門
」
と
し
て
楽
壇
で
大
き

な
役
割
を
芥
川
作
曲
賞
は
果
た
し
続
け
て
い
る
。
第
一
回
か
ら
第
二
十
一
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回
ま
で
の
候
補
作
、
そ
し
て
受
賞
作
の
一
覧
（
表
１
）
を
一
瞥
し
た
だ
け

で
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
芥
川
作
曲
賞
は
、
今
日
の
日
本
の
作
曲

界
を
担
わ
ん
と
す
る
幾
多
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。

実
際
二
〇
一
〇
年
に
は
、
二
十
周
年
を
記
念
し
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
二
〇
一
〇
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
受
賞
者
の
委
嘱
管
弦
楽
作

品
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
お
よ
び
受
賞
者
全
員
の
新
作
を
含
む
独
奏
作
品
を

集
め
た
併
せ
て
三
回
の
演
奏
会
が
開
か
れ
、
作
曲
家
た
ち
の
資
質
の
多
様

性
、
そ
し
て
個
々
の
作
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
充
実
が
、
二
十
年
の
歴
史
の
意

義
を
改
め
て
実
感
さ
せ
た
。

ま
た
、
選
考
委
員
の
顔
ぶ
れ
に
も
、
芥
川
作
曲
賞
の
歴
史
の
楽
壇
に
お

け
る
位
置
は
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
上
述
の
通
り
、
芥
川
也
寸
志
の
功
績

を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
た
賞
と
し
て
の
性
格
を
も
反
映
さ
せ
る
と
い
う
意

味
合
い
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
第
一
回
の
選
考
委
員
は
、
彼
の
「
同
士
」

と
も
言
え
る
團
伊
玖
磨
、
黛
敏
郎
、
そ
し
て
松
村
禎
三
と
い
う
、
い
ず
れ

も
芥
川
と
親
交
の
深
か
っ
た
三
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
六
年
の

第
六
回
、
す
な
わ
ち
、
翌
年
の
四
月
に
他
界
す
る
ま
で
、
黛
は
毎
回
委
員

を
務
め
た
。
公
開
選
考
会
の
席
に
於
い
て
、
黛
は
、
彼
ら
が
行
っ
て
い
る

の
は
「
選
考
」
で
あ
っ
て
、
後
輩
と
は
言
え
、
同
じ
作
曲
家
の
作
品
を

「
審
査
」
す
る
と
い
う
よ
う
な
不
遜
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
訳
で
は
な
い

云
々
を
常
々
、
恰
も
自
ら
に
念
を
押
す
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。
初
期
の
作

曲
賞
の
「
顔
」
と
も
言
う
べ
き
存
在
だ
っ
た
黛
の
こ
の
よ
う
な
発
言
に
は
、

一
般
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
さ
ん
と
す
る
意
気
込
み
も

明
ら
か
だ
っ
た
。

第１回選考演奏会から　写真提供：サントリー芸術財団
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表１　芥川作曲賞 全候補作品
回　数

（開催年） 選考委員 候補者（★が受賞
者 /他は演奏順） 生年 候補作品

第１回
（1991年）

團伊玖磨
松村禎三
黛　敏郎

★ 高橋　裕 1953 シンフォニック・カルマ

鈴木輝昭 1958 ヒュムノス－２群の混声合唱とオーケストラのための
小鍛冶邦隆 1955 オーケストラのための「愛の歌」

佐藤昌弘 1962 オーケストラのための「パースペクティヴ・オブ・タイム」

第２回
（1992年）

武満　徹
松村禎三
黛　敏郎

★ 山田　泉 1952 一つの素描　ピアノとオーケストラによるⅡ
山本純ノ介 1958 迦楼羅～黎明の響～

夏田昌和 1968 オーボエとオーケストラのための「モルフォジェネシス」
新実徳英 1947 オーケストラのための「ヘテロリズミクス」

第３回
（1993年）

一柳　慧
松村禎三
黛　敏郎

★ 菊池幸夫 1964 ピアノと管弦楽のための「曜変」
★ 猿谷紀郎 1960 ファイバー・オブ・ザ・ブレス（息の綾）

鈴木行一 1954 篳篥とオーケストラのための「森と星々の河」

第４回
（1994年）

武満　徹
松村禎三
黛　敏郎

★ 江村哲二 1960 ヴァイオリン協奏曲第２番「インテクステリア」
正門憲也 1968 管弦楽のための「遊戯」
小山　薫 1955 ヴァイオリン協奏曲

第５回
（1995年）

一柳　慧
黛　敏郎
湯浅譲二

★ 伊左治直 1968 畸形の天女／七夕
田中カレン 1961 ウェーヴ・メカニクス～20人の奏者のための
宮崎　滋 1950 オーケストラのための２つのオード

第６回
（1996年）

池辺晋一郎
松村禎三
黛　敏郎

★ 権代敦彦 1965 怒りの日 / 嘆きの日
金子仁美 1965 フルート協奏曲
立原　勇 1962 シンフォニア～オーケストラのための

第７回
（1997年）

一柳　慧
林　　光
松村禎三

★ 川島素晴 1972 デュアル ･パーソナリティ～打楽器独奏と２群
のオーケストラのための

手島恭子 1972 記憶の書
丸山貴幸 1972 ナルシスの変貌

第８回
（1998年）

一柳　慧
松村禎三
湯浅譲二

★ 伊藤弘之 1963 ２台のピアノとオーケストラのための「シーシュ
ポスの神話」

武智由香 1972 テクストの出口
田頭優子 1957 ＬＩＯＮ．．．
斉木由美 1964 ことばの雫

第９回
（1999年）

石井眞木
松村禎三
湯浅譲二

★ 菱沼尚子 1970 ピアノとオーケストラのための　リフレックス
土田英介 1963 ヴァイオリン協奏曲
久行敏彦 1967 風の詩～弦楽オーケストラの為の

第10回
（2000年）

池辺晋一郎
松村禎三
湯浅譲二

★ 望月　京 1969 カメラ・ルシダ
山口恭子 1969 だるまさんがころんだ
伊東　乾 1965 ダイナモルフィア

法倉雅紀 1963 羈旅の歌～３人のソリストとオーケストラのための
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回　数  
（開催年） 選考委員 候補者（★が受賞

者 / 他は演奏順）
生年 候補作品

第11回
（2001年）

池辺晋一郎
西村　朗
細川俊夫

★ 原田敬子 1968 響きあう隔たりⅢ
植田　彰 1973 パルセイティング
中村　寛 1965 アリアドネのなげき

第12回
（2002年）

一柳　慧
近藤　譲
西村　朗

★ 夏田昌和 1968 アストレーション～オーケストラのための
可知奈尾子 1964 雲の風景－オーケストラのための－
魚路恭子 1977 空間の為のエチュード

第13回
（2003年）

近藤　譲
野平一郎
林　　光

★ 山本裕之 1967 カンテクム・トレムルムⅡ
斉木由美 1964 アントモフォニー
加藤真一郎 1978 キュクロシス

第14回
（2004年）

猿谷紀郎
野平一郎
湯浅譲二

★ 三輪眞弘 1958 村松ギヤ・エンジンによるボレロ
壺井一歩 1975 星投げびと
渡辺俊哉 1974 オーケストラのための「ポリテクスチュア」

第15回
（2005年）

猿谷紀郎
野平一郎
湯浅譲二

★ 斉木由美 1964 アントモフォニーⅢ
藤倉　大 1977 ヴァニッシング・ポイント
鷹羽弘晃 1979 アフェア～ハープと室内オーケストラのための
植田　彰 1973 フォーカル・ディスタンスⅡ

第16回
（2006年）

江村哲二
細川俊夫
湯浅譲二

★ 糀場富美子 1952 未風化の七つの横顔～ピアノとオーケストラの
ために

河村真衣 1979 闇に沈んだ海
藤倉　大 1977 ストリーム・ステート～オーケストラのための

第17回
（2007年）

池辺晋一郎
一柳　慧
原田敬子

★ 小出稚子 1982 ケセランパサラン
土井智恵子 1978 波跡
山根明季子 1982 水玉コレクション～ピアノと管弦楽のための

第18回
（2008年）

近藤　譲
原田敬子
松平頼暁

★ 法倉雅紀 1963 延喜の祭禮第二番～室内オーケストラのため
の

伊藤聖子 1983 ゴーイング・フォース・バイ・デイ～フルート･ソロと室内オーケストラのための
植田　彰 1973 ネバー・スタンド・ビハインド・ミー

第19回
（2009年）

斉木由美
三枝成彰
松平頼暁

★ 藤倉　大 1977 ・・・ as I am ・・・
藤井喬梓 1959 ディエシスⅡ

松本祐一 1975 広島・長崎の原爆投下についてどう思いますか？

第20回
（2010年）

三枝成彰
猿谷紀郎
湯浅譲二

★ 山根明季子 1982 水玉コレクション No.04 室内オーケストラのた
めの

酒井健治 1977 ヘキサゴナル・パルサー
平川加恵 1986 風神～オーケストラのための～

第21回
（2011年）

伊左治直
新実徳英
湯浅譲二

★ 山内雅弘 1960 「宙の形象」ピアノとオーケストラのための
田上英江 1978 ドゥブル・カレ　オーケストラのための

清水卓也 1986 アンサンブルのための「三十六角柱の表面にある宇宙」
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自
ら
を
律
す
る
一
方
で
、
同
時
に
、「
作
曲
家
」
と
し
て
の
姿
勢
、
厳

し
い
態
度
を
候
補
者
に
求
め
、
そ
の
反
映
を
候
補
作
に
見
出
さ
ん
と
し
て

い
た
の
が
黛
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
、
第

四
回
の
候
補
作
と
な
っ
た
四
曲
の
う
ち
、
小
山
薫
の
《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
》
が
旧
作
の
改
訂
稿
で
あ
る
こ
と
が
第
一
次
選
考
の
後
、
明
ら
か
に

な
っ
た
折
、
応
募
制
を
取
ら
ず
、
主
催
者
側
が
言
わ
ば
「
勝
手
に
」
候
補

作
を
選
ぶ
、
と
い
う
シ
ス
テ
ム
故
に
起
き
た
事
務
上
の
不
手
際
と
い
う
側

面
も
あ
っ
た
と
は
言
え
、
改
作
を
新
作
と
誤
認
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
自
ら
指
摘
し
な
か
っ
た
作
曲
家
の
ス
タ
ン
ス
に
、
三
人
の
選
考
委

員
の
な
か
で
も
最
も
厳
し
い
反
応
を
示
し
た
の
は
黛
だ
っ
た
5
。

「
芥
川
作
曲
賞
の
二
十
年
」
と
題
さ
れ
た
小
文
を
物
し
た
佐
野
光
司

は
、
一
九
四
三
年
生
ま
れ
の
池
辺
晋
一
郎
が
選
考
委
員
と
な
っ
た
第
六
回

（
一
九
九
六
年
）
を
こ
の
賞
の
最
初
の
大
き
な
転
換
点
だ
っ
た
と
し
、
さ

ら
に
石
井
真
木
が
加
わ
っ
た
第
九
回
（
九
九
年
）
を
そ
れ
に
続
く
も
の
と

し
て
い
る
6
。

し
か
し
、
よ
り
大
き
く
、
ま
た
本
質
的
な
変
化
が
か
た
ち
と
な
っ
て
現

れ
た
の
は
、
第
十
四
回
（
二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
。
こ
の
年
の
選
考
委
員

に
は
、
湯
浅
譲
二
、
野
平
一
郎
に
加
え
て
、
猿
谷
紀
郎
が
名
を
連
ね
た
。

一
九
六
〇
年
生
ま
れ
の
猿
谷
は
、
第
三
回
（
一
九
九
三
年
）、《
フ
ァ
イ
バ

ー
・
オ
ブ
・
ブ
レ
ス
（
息
の
綾
）》
で
、
他
な
ら
ぬ
芥
川
作
曲
賞
を
受
賞

し
て
い
る
7
。

こ
れ
に
続
い
て
、
江
村
哲
二
（
第
四
回
受
賞
者
／
第
十
六
回
選
考
委
員
）、

原
田
敬
子
（
第
十
一
回
受
賞
者
／
第
十
七
回
お
よ
び
第
十
八
回
選
考
委

第21回選考演奏会から　写真提供：サントリー芸術財団
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員
）、
斉
木
由
美
（
第
十
五
回
受
賞
者
／
第
十
九
回
選
考
委
員
）、
伊
左
地

直
（
第
五
回
受
賞
者
／
第
二
十
一
回
選
考
委
員
）
と
い
う
よ
う
に
、
三
人

の
選
考
委
員
の
内
一
名
は
、
同
賞
受
賞
者
、
す
な
わ
ち
、
曾
て
の
「
新

進
」
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
芥
川
作
曲
賞
が
先
に
も
述
べ
た
イ
ン
キ
ュ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

機
能
を
文
字
通
り
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
何
よ
り
如
実
に
物
語
る
も
の
で

あ
る
。

一
方
、
も
ち
ろ
ん
、
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
や
要
改
善
点
の
指
摘
も

聞
か
れ
な
い
訳
で
は
な
い
。
ま
ず
第
一
に
、「
管
弦
楽
作
品
」
を
対
象
に

し
て
い
る
こ
と
自
体
を
、
現
代
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
疑
問
視
す
る
声

も
あ
る
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
な
ど
と
並
ん
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
十
九
世
紀

の
影
を
引
き
ず
り
、
明
ら
か
に
前
時
代
の
遺
物
で
し
か
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
一
理
な
し
と
は
し
な
い
。
た
だ
、
冒
頭
で
引
用
し
た
第
一

回
の
リ
リ
ー
ス
に
お
け
る
「
交
響
管
弦
楽
」
と
い
う
文
言
こ
そ
、
確
か
に

古
い
時
代
の
因
習
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
想
起
さ
せ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ

は
早
く
も
第
二
回
に
は
姿
を
消
し
、「
管
弦
楽
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
関
連
し
、
こ
の
管
弦
楽
と
い
う
枠
組
み
の
陳
腐
化
に
つ
い
て
は
、

殊
に
近
年
、
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
優
れ
た
作
品
が
候
補
作
、
あ

る
い
は
受
賞
作
に
し
ば
し
ば
挙
が
っ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
向
き
も
あ
る
。

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
共
々
、
最
も

コ
ス
ト
の
か
か
る
組
織
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
で
も
多
く
の
聴
き
手
の
音

楽
生
活
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ

り
続
け
て
い
る
と
い
う
状
況
は
必
ず
し
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
従
っ
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
に
作
品
を
作
曲
す
る
と
い
う

行
為
そ
の
も
の
が
、
百
名
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か

の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
陳
腐
化
し
て
い
る
と
だ
け
断
ず
る
の
は
早
計
で
あ

ろ
う
。

何
よ
り
、
候
補
作
や
受
賞
作
に
小
編
成
の
作
品
が
数
多
く
見
ら
れ
る
こ

と
自
体
、
む
し
ろ
、
芥
川
作
曲
賞
が
そ
れ
ら
を
排
除
し
て
い
な
い
こ
と
の

証
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
賞
の
理
念
の
有
効
性
を
明
確
に
示
す
も
の
と
さ
え

言
え
る
。

第
二
に
耳
に
す
る
の
は
、
選
考
が
複
数
の
委
員
に
よ
る
合
議
制
に
よ
り

行
わ
れ
る
と
い
う
点
に
対
す
る
批
判
だ
。
作
曲
に
限
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
コ

ン
ク
ー
ル
で
常
に
議
論
さ
れ
る
合
議
制
の
是
非
、
そ
し
て
意
見
対
立
の
際

の
多
数
決
の
正
当
性
に
つ
い
て
は
、
既
に
繰
り
返
し
述
べ
て
来
た
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
類
を
見
な
い
か
た
ち
を
と
る
芥
川
作
曲
賞
に
お
い
て
も
、

し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
外
か
ら
の
批
判
的
意
見
の
み
で
は
な
い
。

選
考
委
員
自
ら
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
早
く
か
ら
公
に
疑
義
を
呈
し
て
来
た
。

武
満
徹
が
『
毎
日
新
聞
』
紙
上
で
、
自
身
が
選
考
に
あ
た
っ
た
未
だ
第

二
回
を
迎
え
た
ば
か
り
の
作
曲
賞
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
を
述
べ
た
の

は
、
一
九
九
二
年
の
こ
と
で
あ
る
8
。「
ひ
ょ
ん
な
こ
と
で
、
第
二
回
芥

川
音
楽
賞
﹇
マ
マ
﹈
の
選
考
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。」
と
い
う
書
き
出

し
で
始
ま
る
こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
、
彼
は
委
員
を
引
き
受
け
た
理
由
に
つ
い

て
「
こ
の
賞
が
先
年
亡
く
な
っ
た
芥
川
也
寸
志
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
」
と
最
終
選
考
が
「
公
開
で
行
わ
れ
る
」
こ
と
の
二
つ
の
事
由
に
因
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る
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
後
段
で
は
、
当
日
の
三
人
の
う
ち
、
黛
敏
郎

と
松
村
禎
三
が
山
田
泉
を
推
し
、
別
の
候
補
作
を
支
持
し
た
武
満
と
二
対

一
と
な
っ
て
、
山
田
が
賞
を
受
け
た
こ
と
に
触
れ
て
「
順
当
な
結
果
だ
っ

た
と
は
思
う
が
、（
中
略
）
や
は
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
も
の
は
難
し

い
も
の
だ
、
と
痛
感
し
た
。」
と
述
べ
た
。

こ
れ
を
武
満
に
よ
る
「
合
議
制
」
批
判
と
と
ら
え
た
向
き
は
、
当
時
、

多
か
っ
た
。
現
在
で
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。
た
だ
し
、
こ
の
段
落
に
続

い
て
、
彼
は
山
田
作
品
に
つ
い
て
、
そ
し
て
山
田
と
い
う
作
曲
家
に
つ
い

て
縷
々
、
思
い
を
語
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
、
こ
の
文
章
は
、
若
い
作
曲
家

へ
の
武
満
か
ら
の
真
摯
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
武
満
は
、
こ
の
文
章
の
な
か
で
も
触
れ
て
い
る
通
り
、
自

ら
企
画
監
修
し
た
音
楽
祭
「
今
日
の
音
楽
」
に
お
い
て
自
身
が
一
人
で
審

査
員
を
務
め
る
作
曲
賞
を
運
営
し
て
い
た
し
、
ま
た
さ
ら
に
、
一
九
九
六

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お
け

る
同
時
代
音
楽
祭
「
コ
ン
ポ
ー
ジ
ア
ム
」
に
お
い
て
、
毎
年
、
異
な
る
作

曲
家
が
一
人
で
審
査
員
を
務
め
る
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
見
の
対
立
、
ス
タ
ン

ス
の
相
違
が
、
む
し
ろ
選
考
を
公
開
に
す
れ
ば
こ
そ
、
よ
り
く
っ
き
り
と

明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
と
い
う
点
だ
。
公
開
の
選
考
は
、
候
補
と
し
て
自

ら
の
作
品
を
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
新
進
の
音
楽
の
み
な
ら
ず
、
選

考
を
行
う
委
員
た
ち
自
身
の
感
性
、
そ
し
て
知
性
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ま
で

も
を
、
な
に
よ
り
鮮
明
に
聴
き
手
の
前
に
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
と
な
る
。
む

し
ろ
、
資
質
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
選
考
委
員
た
ち
で
あ
る
と

さ
え
言
え
る
。
こ
れ
は
、
作
曲
賞
の
結
果
如
何
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
注

目
点
で
あ
り
、
芥
川
音
楽
賞
の
総
合
性
、
包
括
性
の
一
端
を
成
す
も
の
で

も
あ
る
。

武
満
ば
か
り
で
は
な
い
。
黛
敏
郎
も
、
自
ら
の
推
す
候
補
が
賞
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
年
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
ス
ピ
ー
チ
で
「
も
う
今
年
限
り
で
選

考
を
下
り
る
」
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
は
言
え
、
他
界
す
る
ま
で

毎
回
、
彼
が
選
考
委
員
を
務
め
た
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

一
方
、
受
賞
を
逃
し
た
候
補
者
が
、
終
了
後
、「
一
方
的
に
ス
テ
ー
ジ

の
上
か
ら
批
判
を
受
け
る
ば
か
り
で
、
反
論
の
機
会
が
な
い
の
は
不
公
平

だ
」
と
不
満
を
露
に
し
た
年
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
が
関
係
者
や
事
情
通
の
な
か
で
交
わ
さ
れ
た
り
、
あ
る

い
は
ネ
ッ
ト
上
で
「
炎
上
」
す
る
の
で
は
な
く
、
選
考
会
の
現
場
で
、
実

際
に
集
っ
た
作
曲
家
、
演
奏
家
、
そ
し
て
聴
衆
た
ち
の
間
で
交
わ
さ
れ
る

こ
と
こ
そ
、
そ
も
そ
も
の
賞
の
選
考
の
公
開
性
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
直
接

生
ま
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
人
と
人
と
が
実
際
に
同
じ
時
間
と
場

を
共
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
音
楽
が
生
ま
れ
る
、
と
い
う
出
発
点
が
、
も
し

現
在
で
も
決
し
て
因
習
的
に
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
前
提
に
立
つ
な

ら
9
、
そ
し
て
、
斯
く
な
る
音
楽
の
在
り
方
を
わ
れ
わ
れ
が
信
じ
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
芥
川
作
曲
賞
は
、
同
時
代
音
楽
の
た
め
の
孵
卵

器
と
し
て
機
能
し
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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註1　

 

二
〇
〇
九
年
九
月
、
公
益
財
団
法
人
サ
ン
ト
リ
ー
芸
術
財
団
に
改
組
。

2　
 

「
財
団
法
人
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
財
団
ニ
ュ
ー
ス　

N
0.5813

」（
同
財

団
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス　

一
九
九
一
年
八
月
二
十
八
日
）
よ
り
抜
粋
。

3　

 
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
芥
川
也
寸
志
は
芥
川
龍
之
介
の
三
男
で
あ

る
。

4　

 

指
揮
の
小
松
一
彦
は
、
第
一
回
か
ら
第
十
九
回
ま
で
、
一
貫
し
て
こ

の
選
考
演
奏
会
の
タ
ク
ト
を
と
っ
て
き
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
新
日
本

フ
ィ
ル
も
、
欧
州
演
奏
旅
行
で
出
演
で
き
な
か
っ
た
二
〇
〇
九
年
を
除

き
、
二
〇
一
一
年
ま
で
の
二
十
一
回
中
二
十
回
、
演
奏
会
の
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
っ
て
い
る
。

5　

 

こ
の
年
の
作
曲
賞
に
つ
い
て
、「
芥
川
作
曲
賞
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
健
在
」

と
の
タ
イ
ト
ル
で
伝
え
た
コ
ラ
ム
「
文
化
往
来
」
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
て
い
る
。

 

　
（
前
略
）
ユ
ニ
ー
ク
な
作
曲
賞
故
に
起
き
た
単
純
な
「
事
故
」
と

い
う
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
改
訂
を
新
作
と
同
等
に
扱
え
る
の
か
と

い
う
議
論
や
、「
芸
術
家
と
し
て
の
基
本
姿
勢
」
う
ん
ぬ
ん
は
さ

て
お
き
、
演
奏
さ
れ
た
作
品
が
極
め
て
充
実
し
た
内
容
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
。
若
手
育
成
と
い
う
賞
の
趣
旨
を
か
ん

が
み
て
も
、
作
品
に
演
奏
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
ま
ず

何
よ
り
、
積
極
的
に
評
価
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
四
年
九
月
十
二
日
付

6　

 

『
サ
ン
ト
リ
ー
芸
術
財
団 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
一
〇

〈M
U
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 T

O
D

A
Y

 21

〉　

プ
ロ
グ
ラ
ム
』　

公
益
財
団
法
人
サ
ン
ト

リ
ー
芸
術
財
団
、
二
〇
一
〇
年
、
三
七
―
四
一
頁
。

7　

 

猿
谷
は
第
十
五
回
、
第
二
十
回
の
選
考
委
員
も
務
め
て
い
る
。
な
お
、

第
二
十
回
は
、
第
十
二
回
受
賞
の
夏
田
昌
和
が
第
一
次
選
考
の
後
、
委

員
を
辞
任
し
た
た
め
、
猿
谷
は
公
開
選
考
会
に
の
み
委
員
と
し
て
選
考

に
加
わ
っ
た
。

8　

 「
時
間
の
園
丁　

―
第
二
回
芥
川
音
楽
賞
を
審
査
し
て
」『
毎
日
新
聞
』

一
九
九
二
年
九
月
四
日
夕
刊
。
タ
イ
ト
ル
の
「
音
楽
賞
」
は
誤
記
。
同

じ
く
「
審
査
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
も
、
編
集
サ
イ
ド
に
よ
る
も
の

か
と
も
見
え
る
。
本
文
中
に
お
い
て
、
武
満
は
、
冒
頭
部
の
引
用
に
も

あ
る
通
り
「
選
考
」
と
い
う
言
葉
を
主
に
用
い
て
い
る
が
、一
部
「
審
査
」

と
も
記
し
た
箇
所
も
あ
り
、
両
者
を
黛
の
よ
う
に
殊
更
に
使
い
分
け
よ

う
と
し
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
思
え
な
い
。

9　

 

た
だ
し
、
選
考
演
奏
会
のU

stream

に
よ
る
ラ
イ
ヴ
中
継
が

二
〇
一
一
年
よ
り
始
ま
っ
て
お
り
、
旧
態
依
然
た
る
か
た
ち
に
作
曲
賞

の
運
営
が
安
住
し
て
い
る
ば
か
り
と
は
、
必
ず
し
も
言
え
な
い
。


